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駅を活かしたまちづくりで地域の活性化を
視察日：平成 20 年 12 月 11 日（木）〜 12 日（金）

視察先：大和中学校（茨城県桜川市）

　　　　ＪＲ矢吹駅（福島県矢吹町）

目　的：①安心・安全な学校づくり交付金や合併特例債を活用した中学校校舎の視察

　　　　②駅を活かしたまちづくりによる施設の整備と地域の活性化視察

大和中学校

　安心・安全な学校づくり交付金や合併特例債事業を活

用した大和中学校新校舎を視察しました。老朽化が著し

く改築が望まれていた大和中学校でしたが、新校舎は「環

境との共生」を体験・学習できる校舎とのことで、自然素

材や地場産業の材料を使用するとともに太陽光発電を取

り入れ、環境にも配慮した近代的な建物に生まれ変わり

ました。今後、この充実した教育環境が生徒の豊かな人間

性を育み、次世代を担う人材育成に貢献してくれること

が期待されます。

ＪＲ矢吹駅

　２日目に視察したＪＲ矢吹駅は、町の中心市街地がＪ

Ｒ東北本線により分断されているため、地域の活性化と

まちの玄関口である矢吹駅周辺を一体的に整備すること

を目的に、コミュニティプラザ、自由通路を建設し、地域

住民の通行の利便性と、生活、文化、情報の発信基地とし

て施設整備をし、地域の活性化と活力あるさわやかな田

園のまちづくりを推進しているとのことです。

　桜川市においても、多目的複合施設や岩瀬駅袴線歩道

橋の建設が計画されていますが、市民の交流拠点として、

多くの市民から親しまれる施設の整備が望まれています。
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　11 月 11 日に埼玉県北川辺町議会文教民生産業常任

委員会の柿沼秀雄委員長ほか14人が行政視察に来庁さ

れました。

　当議会からは、中川泰幸建設経済常任委員長、岩見

正純建設経済常任副委員長、市からは告清嗣上下水道

部長及び下水道課担当者が同席し、公共下水道事業や

農業集落排水及び市設置型整備事業について視察研修

されました。

　これまで桜川市で取り組んできた整備事業について、

上下水道部下水道課職員より説明があり、快適な生活

環境の整備について活発な意見の交換がなされました。

真壁地区の蔵の町並みを視察
視 察 日：平成 20 年 10 月 31 日（金）

来庁議会：長野県須坂市議会

目　　的：地域におけるまちづくり

市設置型合併浄化槽整備事業について活発に意見交換
視 察 日：平成 20 年 11 月 11 日（火）

来庁議会：埼玉県北川辺町議会

目　　的：市設置型合併浄化槽事業

　10月31日に長野県須坂市議会「須坂フォーラム」宮

本勇雄代表ほか 14 人が行政視察に来庁されました。

　当議会からは、小高友徳文教常任委員長、市からは

「まちづくり真壁」の川島利弘会長及び文化生涯学習課

担当者が同席し、旧真壁町を中心とする地域におけるま

ちづくりについて視察研修されました。

　この研修では旧真壁町が取り組んできたこれまでのま

ちづくりの経過や活動内容、今後の取り組みについて、

文化生涯学習課職員より説明があり、行政と市民が協働

するまちづくりの実現に向けて活発な意見の交換がなさ

れました。

埼玉県北川辺町
長野県須坂市

西区と東区の境界付近は水害
が懸念されているが


